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総
務
文
教
常
任
委
員
会

第
３
回
｟
５
月
13
日
｠

・
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

　

い
て

・
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
｟
小
・

　

中
学
校
情
報
教
材
｟
タ
ブ
レ
ッ

　

ト
｠
購
入
｠

・
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
４
回
｟
６
月
３
日
｠

・
町
内
視
察
結
果
に
つ
い
て

・
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

　

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

　

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

　

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

　

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
減
債
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会

第
１
回
｟
６
月
19
日
｠　

・
正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

第
３
回
｟
４
月
16
日
｠

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ
べ
つ
運
営
補
助

　

充
実
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

第
４
回
｟
４
月
30
日
｠

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ
べ
つ
運
営
補
助

　

充
実
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

第
５
回
｟
５
月
15
日
｠

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

議
会
広
報
常
任
委
員
会

第
５
回
｟
５
月
28
日
｠

・
議
会
報
200
号
｟
記
念
号
｠
の
内

　

容
に
つ
い
て

第
６
回
｟
６
月
18
日
｠

・
議
会
報
200
号
｟
記
念
号
｠
の
内

　

容
に
つ
い
て

第
７
回
｟
７
月
16
日
｠

・
議
会
報
199
号
の
編
集
に
つ
い
て

・
議
会
報
200
号
｟
記
念
号
｠
の
内

　

容
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

第
４
回
｟
５
月
23
日
｠

報
告
さ
れ
た
事
項

第
３
回
臨
時
会

　
　
　
｟
５
月
28
日
｠

■
寄
附
に
つ
い
て
■
ふ
る
さ

と
納
税
に
つ
い
て
■
交
通
安

全
推
進
運
動
に
つ
い
て
■
春

の
町
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

■
町
有
林
Ｊ－

ク
レ
ジ
ッ
ト

創
出
事
業
に
つ
い
て
■
高
齢

者
に
対
す
る
お
祝
い
に
つ
い

て
■
ふ
る
さ
と
応
援
Ｈ
｟
英

知
｠
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
寄

附
に
つ
い
て
■
町
民
植
樹
祭

に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会

　
　
　
｟
６
月
18
日
｠

■
令
和
７
年
度
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
■
大
通

花
壇
へ
の
花
苗
の
植
栽
に
つ

い
て
■
集
中
豪
雨
に
よ
る
被

害
に
つ
い
て
■
建
設
工
事
等

の
発
注
状
況
に
つ
い
て

木材工芸館キノス天井改修工事
 完成箇所の現地視察（６/５）

中央公民館ＬＥＤ化検討箇所の
現地視察（６/３）

　

改
正
に
つ
い
て

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
｟
除
雪

　

ト
ラ
ッ
ク
｠

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
地
域
熱
供
給

　

基
本
計
画
に
つ
い
て

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ
べ
つ
運
営
補
助

　

充
実
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

第
６
回
｟
６
月
５
日
｠

・
町
内
視
察
結
果
に
つ
い
て

・
新
ふ
る
さ
と
定
住
促
進
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

・
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
負
担

　

金
支
払
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ

　

い
て

・
第
３
回
津
別
町
議
会
臨
時
会
の

　

運
営
に
つ
い
て

第
５
回
｟
６
月
12
日
｠

・
第
４
回
津
別
町
議
会
定
例
会
の

　

運
営
に
つ
い
て

・
意
見
書
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
請
願
第
１
号
｟
委
員
会
報
告
｠

　

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て



１
９
９

令
和
７
年
８
月

発
行
　
津

別
町

議
会

印
刷
　
熊
　
谷
　
企
　
画

編
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

16
21
30

日　第３回産業福祉常任委員会
日　第４回全員協議会
日　第４回産業福祉常任委員会

13
15
19

23
26

28

日　第３回総務文教常任委員会
日　第５回産業福祉常任委員会
日　オホーツク町村議会議長会役員会
　　北網ブロック町議会議長会総会
　　オホーツク町村議会議長会総会
　　（美幌町）
日　第４回議会運営委員会
日　オホーツク圏活性化期成会定期総
　　会・石北本線・釧網本線合同部会
　　（網走市）
日　第３回津別町議会臨時会
　　第５回議会広報常任委員会

３
５

10～11　　

12
18～19　　

18
19
23

日　第４回総務文教常任委員会
日　第６回産業福祉常任委員会
日　北海道町村議会議長会定期総会
　　（札幌市）
日　第５回議会運営委員会
日　第４回津別町議会定例会
日　第６回議会広報常任委員会
日　第１回議員定数調査特別委員会
日　兵庫県議会自由民主党議員団
　　伊藤　傑議員　行政視察

６月

７

８～９　　

15

16

日　オホーツク圏活性化期成会総務文
　　教厚生専門委員会（北見市）
日　北海道町村議会議員研修会
　　（札幌市）
日　北海道市町村職員退職手当組合
　　議会運営委員会（札幌市）
日　第７回議会広報常任委員会

７月

５月

４月

　
　

先
日
、
町
議
会
の
第
４
回
定
例

　

会
で
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

　

承
認
・
採
択
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

　

す
。

　
　

こ
の
数
年
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

　

高
く
な
り
、
昨
年
は
特
に
お
米
が

　

大
変
高
く
な
っ
て
一
時
は
店
頭
か

　

ら
無
く
な
り
購
入
が
困
難
な
状
況

　

も
あ
り
ま
し
た
。
お
米
の
需
要
は

　

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
主
食

で
あ
る
こ
と
か
ら
家
計
へ
の
負
担
は

大
き
く
、
お
米
が
大
好
き
な
我
家
で

も
蕎
麦
な
ど
の
麺
類
に
か
え
て
い
る

状
況
な
の
で
、
お
米
離
れ
が
進
む
こ
と

を
心
配
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
も
お

米
農
家
も
納
得
で
き
る
価
格
に
収
ま

る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
最
近
、

「
今
日
が
人
生
最
後
の
日
だ
と
思
っ

て
生
き
な
さ
い
｟
ホ
ス
ピ
ス
医
小
澤

竹
俊
著
｠
」
と
い
う
本
を
読
み
ま
し

た
。
も
し
今
日
が
人
生
最
後
の
日
だ

と
し
た
ら
、
自
分
は
ど
う
生
き
た
い

か
と
考
え
て
み
た
ら
、
い
ま
だ
に
定

ま
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
内
容
は

ど
う
で
あ
れ
自
分
が
考
え
た
も
の
だ

っ
た
ら
自
分
に
と
っ
て
は
正
し
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
今
日
が
人
生
最
後

の
日
だ
と
し
た
ら
ど
う
生
き
た
い

か
」
を
一
度
考
え
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。　
　
　

｟
細
川
｠
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■ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・
　木材産業施策の充実・強化を求める意見書
■地方財政の充実・強化に関する意見書
■令和７年度北海道最低賃金改正等に関する意見書
■義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１へ
　の復元など教育予算拡充とゆたかな学びを求める
　意見書
■道教委「これからの高校づくりに関する指針」
　（改定版）を見直しすべての子どもにゆたかな学
　びを保障する高校教育を求める意見書
■戦後80周年にあたり歴史の教訓に向き合い、平和
　な世界に向けた立場を表明する談話を発すること
　を求める意見書
【要旨】
　政府は戦後50年、60年、70年の節目に閣議決定を
経た首相談話を発表してきた。50年の村山談話では
「植民地支配と侵略」について「痛切な反省」と
「心からのおわび」を表明し、60年の小泉談話でも
基本的にその姿勢が踏襲された。70年の安倍談話で
は「反省とおわび」などの言葉を使いながらも、
「未来志向」を強調する内容となった。
　戦後80周年を前に、昨年、日本原水爆被害者団体
協議会がノーベル平和賞を受賞した。被爆者のみな
さんが被爆の実相と核兵器の非人道性を語り広げて
きたことが、核兵器の使用をタブーとする世論を築
いてきたことによるものである。
　今、世界では軍事的な緊張の高まりがある一方
で、ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）にみられる
ように軍事的対立ではなく、包摂的な平和構想によ
って緊張を緩和する平和の潮流も生まれている。
　戦後80周年の節目となる今年、政府においては戦
争の歴史の教訓に真摯に向き合い、再び戦争の惨禍
が起こることのないように、包摂と対話による平和
な世界へ貢献する意思を表明することを求めるもの
である。
■従来の健康保険証の廃止を撤回し、発行再開と継
　続を求める意見書
■高等教育の学費軽減・奨学金返済の負担軽減を求
　める意見書
■将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を
　求める意見書

関係行政庁へ

　提出しました


